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第三セクターの改革に向けた取組状況（平成 27年度末現在） 

 

１ 法人名：石巻産業創造株式会社 

 

２ 所管部署：産業部産業推進課 

 

３ 改革が必要な理由（「第三セクターに関する指針」の改革取組の必要基準より） 

   経営が悪化しているおそれのある法人（累積欠損金があること。） 

 

４ 取組状況 

取 組 項 目 石巻市の指導方針 
石巻市の指導に対

する法人の考え方 

取組計画 Ｈ26取組状況 

（実施・進行中・未実

施） 

Ｈ27取組状況 

（実施・進行中・未実施） 
実施した取組内容の詳細 

取組を実施した事に 

よって得られた成果 
現在の状況、H28年度の取組予定 実施時

期 
実施内容 

（１）法人が担う

べ き 役 割

の明確化 

新たに委託する

事業を着実に実施

し、また、事業実

施に当たっては、

「石巻市の産業復

興の中核的な役

割」を果たすため、

実施事業の効果を

検証すること。 

弊社が担うべき

本来の役割を果た

すべく、平成 26 年

度の業務内容につ

いては、創業に対す

る支援や相談窓口

の一本化など、これ

までの委託事業内

容に比べて充実し

たものとなってい

る。現在、石巻市が

国の認定に向けて

作業を進めている

「創業支援事業計

画」に基づき、経済

団体や金融機関と

の有機的なネット

ワークの構築を図

り、アンケートなど

による事業効果の

検証を行いながら、

これらネットワー

クの中核的な役割

を担っていく所存

である。 

 

平成 26

年度 

創業支援事業計

画に基づく各種

事業の展開、人

材データのスト

ック及び各種事

業の効果検証準

備 

進行中 実施 平成 26 年度に実施した特定

創業支援事業「創業開成塾」に

ついて、受講者からのアンケー

ト結果等に基づき、受講者のレ

ベルに応じたセミナーとする

ために、平成 27 年度はコース

をベーシックコース・アドバン

スコースに分けて実施したと

ころ、受講応募者は両コースと

もにほぼ定員を確保し、充実し

たセミナーとなった。 

 また、宮城県東部地方振興事

務所と石巻市と連携し、水産加

工業者に対する情報収集とア

ドバイス事業を行った。 

平成26年度実施のセミ

ナー及びベーシックコー

スの受講者 3 名がアドバ

ンスコースも受講するな

ど、創業希望者のステッ

プアップに向けた支援を

行うことができた。 

 また、セミナー受講者

や相談者、アドバイスを

行った事業者の内容記録

（カルテ）も蓄積されつ

つあることから、今後の

支援施策に活用する。 

 さらには、宮城県東部

地方振興事務所と石巻市

と連携し、水産加工業者

に対する情報収集とアド

バイスに努めた結果、平

成28年度から県事業とし

て水産加工業への支援施

策が導入された。 

引き続き、セミナー受講者等のアン

ケートや意見などを参考として効果

的なセミナーのあり方を目指すとと

もに、セミナーや相談会を通じて得た

データの蓄積を継続し、支援施策の構

築に活かしていく。 

また、分野を変えたアドバイス事業

を実施するとともに、６次産業化や

ICTの活用等、新しい産業形態の支援

のあり方についても取り組んでいき

たい。 

平成 27

年度 

各種事業の効果

検証と参加者の

人材データのス

トック 

 実施 

平成 28

年度 

各種事業の効果

検証と事業への

反映及び参加者

の人材データの

ストック 

 進行中 

資料４－２ 
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（２）法人の体制

（人員）の

再検討 

新たに実施する

委託事業におい

て、人員を含む体

制の強化と関係団

体との連携体制を

構築すること。 

委託事業におい

て臨時社員の確保

を予定しており、若

干ながら体制の強

化に向かって一歩

前進と考えている

ものの、委託事業で

の体制強化では本

質的な問題解決に

は程遠いと思われ

る。他の自治体に数

多く見られるよう

に、第三セクターと

してのプロパーを

育てながら産業振

興のエキスパート

を養成し、地域の企

業とのネットワー

クを長いスパンで

構築できる人材の

確保について、市と

協議を重ねながら

実現に努めていく。 

平成 26

年度 

委託事業による

臨時社員の確保

とプロパー確保

の可能性模索 

臨時社員の確

保～実施 

プロパー確保

の 

可能性模索～ 

進行中 

実施 平成 26 年度において委託事

業の実施により臨時社員 1名を

確保したが、諸般の事情から年

度中途において退社した。 

以降、臨時社員の確保を検討

してきたが、雇用期間の関係か

ら人材の確保が困難であるた

め、確保を見送っている。 

 流れ作業的な業務が少

なく、企画・実施業務に

関しては臨時社員では遂

行できないと判断した。 

新規事業の導入による

プロパー育成を模索する

ものの、実施には至って

いない。 

現在、テナントスペース以外の貸館

スペースもテナントとして活用して

いる状況から、震災以降、経常黒字を

継続している状況にあるものの、産業

振興の中核施設としての機能を一部

失っていることも否めない。 

このようなことから、プロパーの採

用による体制強化の必要性は認識す

るものの、固定経費として経営に及ぼ

す影響も考慮しなければならず、市委

託事業のみならず、独自事業の導入も

検討したうえでプロパーについて検

討していく。 

平成 27

年度 

委託事業による

臨時社員の確保

とプロパー確保

の手法検討 

 進行中 

平成 28

年度 

委託事業による

臨時社員の確保

とプロパー確保 

 進行中 

（３）業務別の活

動 指 標 と

成 果 指 標

の設定・共

有 

活動指標及び成

果指標の再検討及

び事業実施後のフ

ォローアップを行

い、事業成果を踏

まえ、新たな事業

展開を検討し、独

自事業実施若しく

は市委託事業等へ

反映していくこ

と。 

創業支援事業計

画においても指標

の設定が行われて

おり、事業を展開す

る中で連携する支

援機関とともにフ

ォローアップを行

っていく。また、現

時点においても、若

者が ICT を活用し

て起業した団体を

支援するなどの事

業展開を行ってお

り、今後も石巻市と

の連携のもとに、新

たな事業を模索し

ていきたい。 

平成 26

年度 

創業支援事業計

画の実施及びフ

ォローアップ、

ICT関連事業 

創業支援事業

計画の実施及

びフォローア

ップ～実施 

ICT関連事業 

～未実施 

実施 平成 26 年度に実施した特定

創業支援事業「創業開成塾」に

ついて、受講者からのアンケー

ト結果等に基づき、受講者のレ

ベルに応じたセミナーとする

ために平成 27 年度はコースを

ベーシックコース・アドバンス

コースに分けて実施した。 

ICT関連事業については関連

事業者との情報交換程度にと

どまっている。 

平成26年度実施のセミ

ナー及びベーシックコー

スの受講者 3 名がアドバ

ンスコースを受講すると

ともに、受講修了者にお

いては石巻市の創業支援

補助金にチャレンジし採

択となったものも多く、

創業希望者のステップア

ップに向けた支援を行う

ことができた。 

引き続きセミナー受講者等のアン

ケートや意見などを聞きながら、セミ

ナーの内容や支援事業の見直し、改善

を行っていくとともに、石巻市創業支

援事業者連携会議を通じて、適切なフ

ォローアップを実施していく。 

新事業については、市と連携し６次

産業化や ICT の活用等新たな業種へ

の支援を検討していく。 

平成 27

年度 

上記及び新事業

の計画策定 

 実施 

平成 28

年度 

上記及び新事業

の実施 

 進行中 
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（４）法人ならで

は の 産 業

振 興 の 推

進 

新規事業におい

ては、石巻専修大

学をはじめ、市内

金融機関や経済団

体と連携した取組

が必須となること

から、今後の産業

支援に向けた体制

を構築すること。 

また、連携を進

めていく中で、新

たな事業展開を検

討し、独自事業実

施若しくは市委託

事業等へ反映して

いくこと。 

現在、認定を目指

している創業支援

事業計画において、

石巻専修大学や商

工会議所・商工会、

金融機関、NPO と

の連携組織が構築

されていることか

ら、これが効果的に

機能するよう、石巻

市とともに調整機

関として活動して

いく。その中で生ま

れた新たな事業展

開や支援スキーム

については、国の補

助事業などの導入

を検討するととも

に、石巻市と連携し

た支援プログラム

として委託事業に

反映できるよう努

めていく。 

平成 26

年度 

創業支援事業者

との連携組織構

築及び具体的な

支援活動実施 

実施 実施 創業支援のための連携組織

として、石巻専修大学や商工会

議所・商工会、金融機関、NPO

等で構成する「石巻市創業支援

事業者連携会議」を設置してお

り、石巻市とともに事務局とし

て同会議を運営してきた。 

平成 27 年度においては、同会

議において、石巻市創業ビジネ

スグランプリの開催に向けて

企画立案を行ったほか、ビジネ

スプランの審査会の開催など

を行っており、そのほかにも、

市創業支援補助金の交付決定

者に対するフォローアップ（創

業後の事業実施状況の確認等）

に向け、同会議の構成員との情

報共有を行った。 

連携の強化により、創

業支援に向けた体制の強

化が図られた。 

同会議で構築した連携体制を活か

しながら、創業支援にとどまらず、産

業振興全般の支援体制の構築に努め

ていきたい。 

平成 27

年度 

連携組織による

具体的な支援活

動実施及びスキ

ームの検討 

 実施 

平成 28

年度 

石巻市及び創業

支援事業者と連

携した新たな事

業展開 

 進行中 


